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1. はじめに
　岩手県内の三陸沿岸は、2011 年 3 月 11 日に発
生した東日本大震災による地震と津波により甚大
な被害を受けた。三陸沿岸地域の自然環境は、津
波による強いかく乱を受け、その後放置されてい
たことから、水田跡地などでは休眠していたミズ
アオイなどの植物が再生するなどさまざまな変化
を見せている。しかしながら、現在は大規模な防
潮堤の建設などが急ピッチで進められており、自
然環境の人為的な変化が起こっている。
　津波によるかく乱は、海と陸との境界部で強く
起こっている。そこには河口、干潟、藻場などが
あり、陸域と水域の移行帯であるエコトーンが形
成され、魚類の産卵場、稚魚の生息地、渡り鳥の
中継地、水質の浄化など重要な役割を果たしてい
る。東日本大震災による津波と地盤沈下によって、
岩手県内にわずかに存在していた干潟や砂浜など
は、縮小あるいは消失し、そこに生育していた海
浜植物もその多くが消失した。また、浅海域のア
マモ場の多くが消失した（環境省 2012b、（財）
国立公園協会2012）。一方で、陸前高田市の広田

湾小友浦では津波により干拓地が破壊され、新た
な干潟が形成されている。
　本研究は、宮古市津軽石川河口（宮古湾）、
石市根浜海岸（大槌湾）と新たに干潟が形成され
た陸前高田市小友浦（広田湾）を対象として、当
該地域における海から陸につながる連続した生態
系（エコトーン）の現状を把握するとともに、こ
れまであまり考慮されることのなかった海と山を
つなぐ重要な役割を果たしている小河川の保全の
あり方、再生した自然の保全のあり方について考
察した。

2. 調査地
2-1.　調査地の選定
　岩手県内の三陸沿岸の震災前に干潟とアマモ場
が存在した宮古市津軽石川河口（宮古湾）、 石
市根浜海岸（大槌湾）（環境省 2007、2008）およ
び津波により新たな干潟が形成された陸前高田市
小友浦（広田湾）の 3地区（以下「調査 3地区」）
で調査を行った（図 1）。
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　2-2.　調査ラインの設定
　調査 3地区におけるエコトーンの現状を把握す
るため、現地調査を踏まえて調査ラインを設定し
た。各調査ラインの位置は図 2、図 3、図 4 のと
おりである。

3. 調査方法
3-1.　地形
　岩手県内の三陸沿岸の地形、津波について文献
調査により概観した。また、調査3地区について、
国土地理院発行の旧版地図を用いて、大正時代以
降の地形の改変状況を確認するとともに、国土地
理院が提供する被災地域の空中写真、アジア航測
株式会社が 2013 年 8 月 12、13、15 日に撮影した
空中写真および現地調査により東日本大震災直後
の地形変化と 2013 年 8 月現在の地形の状況を調
査した。

3-2.　植生調査
　調査地区に設定された調査ラインの砂浜内にお
いて断面測量および 1 m方形区における植生調
査を行った。なお、宮古湾の津軽石川左岸におい
ては、ライン周辺の特徴的な植生タイプがみられ
た場所を調査地点とした。断面測量は、ハンドレ
ベルおよび巻き尺を用いて行った。植生調査は植
物社会学的手法に沿って実施した。調査は 2013
年 7 月～10 月に実施した。

3-3.　アマモ場調査
　調査 3地区の浅海域では、アマモ類が「アマモ
場」あるいは「藻場（もば）」と呼ばれる群落を
形成している（環境省2008）。アマモ場の状況を
調査するため、2013 年 9 月に漁船を借り上げ、
アマモ場の状況について調査した。設定ライン

図 1　調査地位置図

図 2　宮古市津軽石川河口　調査ライン位置図

図 3　 石市根浜海岸　調査ライン位置図

図 4　陸前高田市小友浦　調査ライン位置図
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沿いにほぼ一定の距離ごとに測深器（HONDEX 
ポータブル測深器 PS-7）で水深、透明度板で透
明度を測定し、箱めがね、水中ビデオにより底質、
アマモの生育状況等を調査した。また、船長から
のヒアリングにより現在および震災時のアマモの
生育状況および生育場所の確認を行った。さらに、
震災後、環境省を始めさまざまな研究機関により
アマモの調査が行われていることから、これらの
調査報告を収集整理した。

3-4.　魚類調査
3-4-1.　現地調査
1）調査地点と調査日
　調査 3地区に設定された調査ラインを基本とし
て、これらライン近辺の淡水域に調査地点を設定
した。選定には、内水面漁業協同組合の管轄する
漁業権漁場の指定区域ではないこと、そして流水
が存在し、かつ海域に近い下流域であることをそ
れぞれ条件とした。また、原則として、調査地点
から海域までの流程に魚類の移動を阻害する横断
構造物がないことも条件に加えた。これらの選定
条件をふまえ、宮古市津軽石川河口に 4地点と
石市根浜海岸に 3地点および陸前高田市小友浦に
2地点を設け、計 9点を調査対象とした。
　調査は、調査地点 1～4を 2013 年 9 月 23 日に、
調査地点 5～9 を 2013 年 9 月 24 日にそれぞれ実
施した。

2）魚類採捕調査
　各調査地点において、上下流にそれぞれ 5ｍ延
長した計 10 mの流程を、調査員 1名がタモ網を
用いて 15 分採捕した。採捕した個体は、種類の
同定と雌雄の判別、および標準体長の測定を行い、
写真撮影後に同地点へ放流した。種類の同定は、
中坊ら（2013）に従った。ただし、体サイズが小
さく同定が困難な個体については、属までの同定
にとどめた。なお、同種類において採捕個体数が
10 個体を超えた場合、無作為抽出による 10 個体
のみの標準体長を測定し、残りは個体数のみを計
数した。

3）環境等調査
　魚類調査開始時に、調査時の天候および調査開
始時刻を記録した。また、魚類採捕調査で設定し
た 10 m区間の下流端において、レーザー距離計
（ライカ社製DISTO D5）を用いて河川幅を、測
量用スタッフを用いて水深をそれぞれ測定した。
さらに、ポータブル導電率計（東亜電波工業製 
CM-21P）を用いて EC（電気伝導率）および水
温を測定し、目視により調査区間内の主な河床材
料を砂・泥・石に大別して記録した。

3-4-2．文献調査
　岩手県が作成した野生生物目録を使用して、岩
手県内に生息する淡水魚類の基礎的な情報を入手
した（岩手県2001）。また、岩手県（2013）が公
表したレッドリスト（以下、岩手県RL（2013））、
および環境省（2013 a）が公表した第 4次レッド
リスト（以下、環境省 RL（2013 a））を用いて希
少種の調査を行った。

3-5.　鳥類調査
　調査 3地区において、東日本大震災後の 2013
年 4 月、8 月、9 月に現地調査を行った。現地調
査は、各調査地の見通しのよい場所で陸上から
30 分間に干潟～海上に出現する鳥の観察を行っ
た。1名で見渡せる範囲を観察し、出現する鳥の
種名を記録した。また、東日本大震災後に行われ
た岩手県、陸前高田市による鳥類の調査結果を入
手した（岩手県 2012、陸前高田市2012）。

3-6.　復興計画調査
　調査 3地区で計画されている復興整備計画等を
自治体から入手し、当該地における復興事業の全
体像を把握した（宮古市・岩手県 2012、 石市・
岩手県 2012、陸前高田市・岩手県2012）。

4. 調査結果
4-1.　地形
4-1-1.　三陸の地形概観
　三陸海岸は全体として隆起地形であるが、隆起
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の速度の違いにより、岩手県宮古市を境に南北で
異なる様相を呈している。岩手県宮古市以北では、
陸地が大きく隆起し、海岸段丘が発達し、段丘崖
が海に接して海岸線が単調となっている。一方、
宮古市よりも南では、隆起速度を上回る海面上昇
により相対的に沈水した結果、リアス海岸となっ
ており、入り組んだ複雑な海岸線と水深の深い入
り江が多数みられる。
　三陸海岸には閉伊川、津軽石川、気仙川などの
流域面積の比較的広い河川が流れ込んでいるが、
リアス海岸の半島部では集水面積のきわめて小さ
い小河川が直接海に注いでいる場所が多く見られ
る（図 5）。

4-1-2.　津波の記録
　三陸沿岸は古くから日本海溝付近を震源とする
地震などによる津波の被害をしばしば受けている。
明治以降でも 1896 年、1933 年、1960 年、2011
年と 30～50 年間隔で津波が来襲している（気象
庁2013）（表 1）。

表 1　三陸沿岸の過去の津波の記録

4-1-3.　3 調査地の地形変化
　国土地理院発行の旧版地図および空中写真の解

析では、1896 年の明治三陸津波、1933 年の昭和
三陸津波、1960 年のチリ地震津波による顕著な
地形変化は見られなかった。以下は調査地におけ
る東日本大震災の津波による地形変化と現在の地
形の状況である。

1）宮古市津軽石川河口
　宮古湾奥は、津波の直撃を受け広い範囲が浸水
した。津波直後に撮影された国土地理院の津軽石
川河口付近の空中写真では、東日本大震災の津波
により津軽石川河口付近の干潟が減少し、赤前地
先の砂浜がほとんど消失した。（写真 1）
　2013 年 9 月 13 日の現地調査では、津軽石川河
口の干潟および赤前地先の砂浜が拡大し、海浜植
生が復元し始めていることを確認した（写真 2）。

図5　リアス海岸の小集水域の事例  大船渡市長崎地区

写真 2　津軽石川河口　赤前地先の砂浜
2013.9.13 撮影

写真 1 津軽石川河口　2011.3.12-13 撮影
国土地理院　被災地周辺の空中写真
線は津波前の地形を示す

宮古湾
震災前の海岸線
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2） 石市根浜海岸
　津波により防潮堤前面の砂州は完全に消失して
V字状の湾入部を形成し、汀線は最大 400 m 後
退した。片岸地区では、水田が破壊され干潟が形
成された。根浜地区も防潮林の一部が破壊され、
砂浜が消失した（写真 3右側）。
　2013 年 8 月に撮影された空中写真では、片岸
地区北側で砂浜が形成され始めている（写真 4）。
根浜地先でも砂浜が若干ではあるが戻りつつある
（写真 5）。

3）陸前高田市小友浦
　広田半島の付け根に当たる低地帯は、小友浦側
と東側の大野湾の両方から津波が押し寄せ、全域
が浸水した。干拓地の防波堤はほぼ完全に破壊さ
れ、干拓地の 1/4 程度が干潟状になった。とくに
北側が深く侵食され、もともとあった水路を中心
に湿地となっている（写真 6）。
　2013年8月現在、仮締切堤防と道路が建設され、
陸側には北側に津波の侵食による細長い汽水池と
淡水の水路、南側に掘削等により作られた汽水池
がある。干拓地跡地は震災廃棄物の処理場となっ
ている（写真 7）。

4-2.　植生調査
1）宮古市津軽石川河口
　宮古市津軽石川河口では両岸の砂浜を調査地点

写真 3　 石市根浜海岸の地形変化
（環境省 2013b）

写真 6　小友浦　2011.3. 撮影　国土地理院
被災地周辺の空中写真

湿地

写真 4
根浜海岸
片岸地区
2013.8
撮影 ･提供：
アジア航測㈱

砂浜形成

写真 5　根浜海岸　根浜地区　2013.8
撮影 ･提供：アジア航測㈱

砂浜拡大

写真 7　小友浦　2013.8
撮影 ･提供：アジア航測㈱
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とした。左岸側では一部塩性湿地となっていると
ころが確認され、岩手県内ではほとんど確認され
ない植生タイプとして貴重なものである。
　左岸側の砂浜の組成表を表 2で示す。この砂浜
では、ハマニンニクが優占する群落が多く見られ、
一部に塩性湿地を特徴づけるウミミドリ（岩手県
RL（2013）Aランク）が確認された。ハマニン
ニク群落は、内陸側ではコウボウムギやコウボウ
シバなどが含まれる形態を取り、波打ち際に近づ
くに従い、これらの種が欠落する傾向が確認され
た。さらに波打ち際に近いところではオカヒジキ
やホコガタアカザなどが混生する。その前面では、
ハマニンニクが見られなくなり、オカヒジキがわ
ずかに散在する砂浜へと、海面との距離に応じて、
種組成が変化していく様子が確認された。
　右岸側における図2のT2ライン上の砂浜の断面
図を図6に、組成表を表3に示す。こちらの砂浜に
おいても、海面からの距離に応じて、植生が帯状の
分布を示していた。調査した砂浜は幅約40mであ
り、植生が確認できたのは内陸側から17m地点ま
でであった。内陸側ではオニウシノケグサやオニグ
ルミが混生するハマニンニク－ハチジョウナ群落が
確認された。海面に近づくとオニウシノケグサやオ
ニグルミなどが欠落し、ハマニンニクの優占するハ
マニンニク群落が見られる。その海岸側にはオカヒ
ジキが散在するオカヒジキ群落が見られ、その前面
は植生が確認できなかった。

2） 石市根浜海岸
　根浜海岸では旧鵜住居川河口に震災後形成され
た砂浜と、宝来館前の二箇所を調査対象とした。
　旧鵜住居川河口に形成された砂浜は、もともと
は河口に形成されていた砂嘴（この砂嘴が根浜海
岸と呼ばれていた）が、震災により消失し、その
後河川護岸の構造物の周辺に再生したものであ
る。図 3 の N1 ライン上では、現在幅 60 m の砂
浜が形成されていることが断面図（図 7）から理
解できる。植生調査の結果を表 4に示す。この砂
浜に陸側から 40 m程度まで断片的に植生が確認
された。植生は内陸側にはコウボウシバが優占す
る群落が確認され、30 m～40 m 地点にはオカヒ
ジキが確認された。現在は植被率も全体的に大き
くはないが、今後発達や新たな種の出現などをモ
ニタリングすることで、砂浜における植生遷移の
初期動態を追うことが可能になり、今後の保全対
策を考える基盤になる。
　宝来館前の砂浜は震災後、大幅に減少したが、
震災後 2年を経て、砂浜の幅が回復しつつある状
態である。図 3の N2 ライン上の現在の砂浜幅は
約 20 mであることが断面図（図 8）から読み取
ることができる。砂浜の幅が狭いこともあり、植
物はほとんど確認することができない。今後、砂
浜の幅の回復とともに、植物の再生をモニタリン
グしていく必要がある。
　また宝来館の南東側にある被災水田において、

図 6　津軽石川右岸の地形断面図および植生の分布
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絶滅危惧種であるタコノアシ（環境省RL（2012 a）
NT、岩手県RL（2013）Bランク）が豊富にみら
れる湿地が確認された（図 9）。この湿地は現在
では主にガマやヨシによって形成されている。タ
コノアシはかく乱依存種であることが知られてお
り（米村2013）、津波というかく乱によってでき
た湿地にタコノアシは出現しているものの、時間
が経過し、ガマやヨシが密生すると消失していく
と考えられる。

4）陸前高田市小友浦
　小友浦は干拓地の前面が震災により海中に没
し、干潟的な環境が形成された海岸である。図 4
の調査ラインO1 上の断面図を図 10 に示す。干

図 7　根浜海岸旧鵜住居川河口の地形断面図および植生の分布

図 8　根浜海岸根浜地区の地形断面図

図 9  根浜海岸根浜地区におけるタコノアシ出現地
点　タコノアシ出現地点を図中丸で示した。

タコノアシ
生育地
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潮帯は幅 30 m程度であるが、干潮帯域の土壌は、
建設残土のような礫であり、干潮帯の陸域の植物
は期待できる状況ではなかった。今後もこのまま
の状態が続くようであれば、植物の定着は期待で
きない。土砂の堆積には時間がかかる可能性が高
いと考えられる。
　小友浦の後背地に、絶滅危惧種であるミズアオ
イ（環境省RL（2012 a）NT、岩手県RL（2013）
Aランク）やタコノアシ（環境省 RL（2012 a）
NT、岩手県RL（2013）Bランク）が見られる湿
地が確認された（図 11）。これらが確認された場
所は、震災前は家屋が存在していたところであり、
現在は近傍にある水路から水が供給され、湿地を
形成している。現在、周辺の耕作地は圃場整備さ
れているが、家屋跡に成立した湿地であったため、
圃場整備が行われず残存している状況である。

4-3.　アマモ場調査
1）宮古市津軽石川河口
　漁船による現地調査では、調査ライン上ではア
マモの生育を確認できなかった。
　船長のＹ氏からのヒアリングでは、図 2調査ラ
インT1、T2 付近には震災前もアマモは少なく、
金浜地先付近、赤前地先の浅い場所にアマモが生
育しており、2年前よりは増えているとのことで
あった。また、岩手県宮古湾では、アマモ場の景
観被度や株数の増加傾向から自律回復の可能性が
示唆されている（独立行政法人水産総合研究セン
ター2013）。

2） 石市根浜海岸
　漁船による現地調査では、図3の調査ラインN1、
N2 上ではアマモの生育を確認できなかった。根
浜漁港および室浜漁港付近の岸よりではアマモの
生育を確認した。また根浜漁港では漂着したアマ
モを確認した。環境省の調査でもアマモが確認さ
れている（環境省 2011、2012c）。
　船長のＳ氏のヒアリングでは、砂浜海岸の地先
では波浪による砂の移動があるためアマモが定着
していない。砂州の付近にはもともとアマモは少
なく、室浜、根浜漁港周辺の岸よりで津波の被害
から免れた場所にアマモやスゲアマモが残ってお
り増えてきているとのことであった。

図 10　小友浦の地形断面図

図 11  小友浦におけるミズアオイ・タコノアシ
出現地点　ミズアオイ・タコノアシ出現
地点を図中丸で示した。
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3）　陸前高田市小友浦
　漁船による現地調査では、旧干拓地内の底質は
干拓地造成に使われたと思われる 5～10 cm 程度
の大きさの石が敷き詰められた状態となってお
り、表面にマガキとムラサキイガイ、アオサ類等
が付着していた。濁りがひどく透明度は 1ｍ程度
であったため、水深 1ｍを越える場所では箱めが
ねで海底の状況を確認することはできなかった。
小友浦干潟の岸で漂着したアマモを確認した。
　船長のK氏のヒアリングによれば、小友浦の
地先は砂がないのでアマモは生育しておらず、ホ
ンダワラ等からなるガラモ場となっている。また、
震災前のアマモが繁茂していたときには、地元の
漁業者の多くがアマモはスクリューに絡まる厄介
な存在として認識していたとのことである。

4-4.　魚類調査結果
1）各調査地点の環境
　各調査地点の環境について表 5 にまとめる。
河川幅は 1.1 m～3.1 mの間で推移し、平均値は
1.8 m であった。また、水深は 0.06 m～0.25 m
の間で推移し、平均値は 0.14 m であった。さら
に、河床材料は概ね砂と石であった。次に、水温
は 13.7～21.8℃の間で推移し、平均値は 17.0℃

であった。また、ECは 4.74～105.1 mS/m の間
で推移し、平均値は 27.55 mS/m であった。概
ね淡水域であったと言えるが、最も値が高かった
陸前高田市小友の調査地点 8については、流れが
緩やかであったことから、海域からの背水を受け
ていたと考えられた。

2）各調査地点の採捕魚
　各調査地点で採捕された魚の種類と個体数につ
いて表 6にまとめる。総採捕種類数は 6科 14 種
類（岩手県内在来種の約 3割）で、ハゼ科の多い
結果となった。そして、採捕個体数が最も多かっ
たのは、ハゼ科のウキゴリで 51 個体、次いでス
ミウキゴリの 28 個体であった。すなわち、ハゼ
科のなかでもウキゴリ類の採捕個体数が突出して
多かった。他方で、ハゼ科以外の個体の採捕数は
僅かであった。
　次に、採捕種類数が最も多かった地点は、6種類
の調査地点9で、次いで5種類の調査地点2であっ
た。これらの地点の種類は、ほとんどハゼ科であっ
たが、他方でコイ科やドジョウ科も含まれていた。
さらに、採捕個体数が多かった調査地点は、34個
体の調査地点9、および33個体の調査地点6であっ
た。これに、30個体の調査地点3および調査地点7

表 5　各調査地点の環境
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が続いた。なお、これら採捕個体数の多かった調査
地点における種類別の内訳をみると、ウキゴリ類が
優占していた。一方で、調査地点4と調査地点8に

おける採捕個体数は僅かであった。

表 6　各調査地点における採捕魚

表 7　採捕魚の希少性と生活環

※

※「降海型」を含んでいる可能性あり．
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3）採捕魚の希少性と生活環
　生息が確認された魚類を水野ら（1987）に従っ
て分類したところ、表 7のようになった。すなわ
ち、純淡水魚は 2種類であった。また、通し回遊
魚のうち溯河回遊魚は 1種類で、降河回遊魚は 1
種類、そして両側回遊魚は 5種類となった。さら
に、周縁性淡水魚であり、かつ汽水性淡水魚は 1
種類であった。したがって、生活環の一時期を海
域で過ごす種類が最も多かった。
　次に、絶滅の恐れがある希少種については、環
境省 RL（2013 a）の記載種としてニホンウナギ
（EN）、サクラマス・ヤマメ（NT）、カジカ小卵
型（EN）、スミウキゴリ（LP）の 4 種類を、岩
手県RL（2013）の記載種としてカジカ小卵型（D
ランク）、チチブ（Dランク）の 2種類をそれぞ

表 8　調査地で観察された鳥類

図 12　宮古市津軽石川河口　復興計画図
写真撮影・提供　アジア航測㈱

図 13　 石市根浜海岸　片岸地区復興計画図
写真撮影・提供　アジア航測㈱

れ確認した。

4-5.　鳥類調査
　東日本大震災後の調査地 3地域の水域に依存す
る鳥類（主に水禽類）は 9科 50 種が記録された（表
8）。津軽石川河口、根浜海岸では、干潟に飛来す
るシギ類が観察された。
　小友浦は礫浜干潟であるためシギ類の飛来は観察
されていない。ガンカモ類は、淡水ガモ、海ガモの
両方が観察された。特に広田湾ではコクガンが越冬
しているが、小友浦付近でも群れを確認した。

4-6.　復興事業調査
1）宮古市津軽石川河口
　復興計画によれば、金浜地区の防潮堤は、高さ
10.4 ｍ、提体の幅は約 44 ｍとなる。海側はほぼ
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現在の防潮堤のラインに沿って設置されるが、一
部で海側にせり出す部分がありその部分の浜が失
われる。赤前地区も、同様の規模となるが、海側
は現防潮堤の位置までで、陸側に拡幅されるため、
現在の砂浜は保全されるものと思われる。津軽石
川河口では水門が建設される。内陸側の土地利用
は公園および農地とされている（図 12）。

2） 石市根浜海岸
　片岸地区では、前面に防潮堤（高さ 14.5 m、
提体の幅 68 ｍ）、鵜住居川河口に水門が建設され
る（図 13）。
　根浜地区は、従前の砂浜を復旧させるため、防
潮堤高は現行のままの高さ 5.6 ｍとし、海岸部に
レクリエーション施設用地を設ける計画となって
いる（図 14）。

3）陸前高田市小友浦
　小友浦地区では、現在の仮堤防の東側に高さ
12.5ｍ、幅約50 mの規模で防潮堤が整備される。
また、後背地の土地利用は陸前高田市震災復興計
画（陸前高田市・岩手県2012）によると、小友浦
干拓地域を干潟に再生し、前浜の形成と干拓堤防
の整備を促進する。干拓堤防背後地は、多目的広
場や公園、産業用地としての活用を図ることとさ
れている（図 15）。また、具体的に干潟再生のた
めの調査が行われており（陸前高田市2012）、地
元の要望では潮干狩りのできる砂浜を望む声があ
る（図 16）。

5. 考察
5-1.　地形
　明治以降の津波に耐えてきた各調査地の地形
が、東日本大震災による津波では大きく変化した。
震災以降 2年 9ヶ月を経過し、調査 3地区の地形
は自然の営力により少しずつ変化している。復興
事業により大型の防潮堤や水門が建設される予定
となっており、すでに一部では建設が進みつつあ
る。今後は施設建設時や建設後の地形変化につい
て継続調査を行う必要があると考える。

5-2.　植生
　今回の調査では砂浜・干潟と、津波を受けた防
潮堤の後背地に大別されるため、それぞれ考察を
進める。
　砂浜・干潟側についてまず述べる。宮古湾の津
軽石川左岸の砂浜は、岩手県内ではほとんど確認

図 16　陸前高田市小友浦　整備目標のイメージ
アサリのすむ砂浜海岸を目指す

図 15　陸前高田市小友浦　復興計画図
写真撮影・提供　アジア航測㈱

図 14　 石市根浜海岸　根浜地区復興計画図
写真撮影・提供　アジア航測㈱
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されていない塩性湿地であり、大変貴重であると
いえる。防潮堤からも近い場所であるが、できる
だけ保護すべき立地である。また、根浜海岸の旧
鵜住居川河口の砂浜は、震災後再生したため、現
在は海浜性植物が豊富ではないが、幅や面積が比
較的大きく、北東に海浜性植物のソースとなる海
浜があるため、今後の更なる植物の再生が期待で
きる。三陸沿岸では砂浜が面積・数ともに大きく
減少している現状を鑑み、海浜性植物の新たな生
育地として保全していく場所とすべきであると考
える。干潟としての小友浦は、現在、土壌基質が
砂やシルトでないため、植生の成立は期待できな
い。立地的に干潟環境であるので、長い時間をか
けて土壌が形成され、植生が見られるようになる
ことを期待したい。長期間モニタリングの対象地
として土壌の形成や地形変化もあわせて追跡して
行く必要があるだろう。
　防潮堤後背地は、根浜と小友浦で調査を行った。
いずれの場所でも絶滅危惧種であるタコノアシや
ミズアオイが確認された。これらの植物はかく乱
依存種であり、津波という大きなかく乱のあとに
できたオープンスペースに出現していると考えら
れる。今後、これらの植物がそれぞれの土地で存
続できるような土地利用計画が作成されることが
望ましいと考える。

5-3.　アマモ場
　調査地におけるアマモ場は、津波による底質の
変化等によって回復状況には差が見られたが、全
体としては少しずつ回復しつつあることから継続
的な調査を行う必要があると考える。
　また、アマモ場は稚魚の生育の場所等として重
要とされている（環境省2004）が、船長のヒアリ
ングによれば、アマモは地元の漁業者の多くはス
クリューに絡まる厄介な存在として認識されてお
り、地域住民の多くもその存在や役割を知らない
状況にある。このため、アマモ場の再生保全には、
地元漁業者をはじめ地域住民の理解が不可欠であ
る。宮古湾では具体的な活動が行われているが、
その他の海域ではまだ不十分であり、理解を深め

るための活動を行う必要があると考える。

5-4.　魚類
　ほとんどの調査地点で確認され、また採捕個体
数も多かった通し回遊魚は、産卵や仔稚魚生育と
いった生活史の一部において海域を利用すること
から、調査対象とした沿岸域を流れる小河川は、
これら通し回遊魚の生息域として地域の個体群の
維持に寄与していると推察される。したがって、
今後、復興事業によって流程内に横断工作物を造
成する際には、これら通し回遊魚の移動経路の確
保に努める必要があるだろう。また、断水や付け
替えを行う際には、生息魚を可能な限り安全な水
域へ退避させる必要があるだろう。
　次に、震災前における調査地点の周辺環境は主
に水田であったことから、調査前はドジョウやフ
ナ属といった水田地帯を代表する純淡水魚が優占
すると想定されたが、実際には一部の調査地点で
僅かに採捕されたのみであった。いずれの調査地点
も、震災前における魚類の生息状況を把握しておら
ず、さらには津波の影響を受けていることから、こ
れら純淡水魚の生息数が少ない理由は、次の3つの
原因が単独あるいは複合的に生じたためと考えられ
た。すなわち、1）もともと生息数が少ない、2）圃
場整備事業の導入や農薬散布等の環境改変により震
災前から減少傾向にある、3）津波により斃死した。
純淡水魚は、海域を介して他の淡水域へ移動するこ
とは不可能であるから、三陸沿岸部にみられる狭い
集水域を持つ小河川に生息する個体群は、生殖的隔
離がすすんでいる可能性がある。今後、このような
小河川で純淡水魚の生息数の増加がみられたなら
ば、遺伝子解析等を行って自然分布であることを確
認したうえで、地域の個体群として保全していく必
要があるだろう。
　最後に、生息が確認された希少種のうち、ニホン
ウナギとカジカ（小卵型）は、一部の小河川でのみ
採捕されていることから、復興事業により、これら
小河川の環境改変行う場合は、積極的に保全策を講
じる必要があるだろう。たとえば、その地域の復興
シンボルとして利用することも一案である。
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5-5.　鳥類
　東北地方以北の太平洋側で多くの渡り鳥が利用
する干潟は、宮城県と青森県、北海道に分布して
いる。岩手県内の海岸線は海蝕崖やリアス海岸な
どが多く、砂浜や干潟は少なく小規模であるが、
渡り鳥の中継場所として利用されている。今回の
調査でもわずかな面積の干潟にもかかわらずシギ
類が利用していることが確認できた。根浜海岸の
シギ類の多くは、津波により生成した干潟で観察
されている。この生成した干潟は、今後防潮堤な
どの建設により消失することとなるため、何らか
の保全対策を講ずる必要があると考える。

5-6.　海と陸の連続性
　調査 3地区ともに、防潮堤等の人工物により砂
浜から陸域への地形の連続性が分断されている。
また、防潮堤等により植生も海浜植生と内陸植生
に分断されている。しかしながら小河川や水路に
よってかろうじて魚類などの移動が確保されてお
り、陸と海の連続性を確保する上で小河川や水路
が重要な役割を果たしている。このため、防潮堤
などの整備に当たっては、大河川だけではなく小
河川にも十分配慮し、できるだけ生物の多様性を
損なわないようにする必要があると考える。

6． 調査 3地区の具体的な保全対策の提案
1）宮古市津軽石川河口
　金浜地先には貴重な塩性湿地があり特徴的な海

浜植物が回復している。防潮堤の建設に当たって
は、塩性湿地を破壊しない位置に設置するととも
に、工事中に海岸植生を破壊しないよう十分な配
慮を行う必要がある。
　赤前地先についても防潮堤建設工事中に海岸植
生を破壊しないよう十分な配慮を行う必要があ
る。また、内陸側の旧津軽石川河口跡の湿地は、
当該地域の生物多様性の保全の観点から重要であ
ると考えられることから淡水ビオトープとして保
全整備することが望ましい（図 17）。

2） 石市根浜海岸
　片岸地区では干潟が形成され一部では砂浜が再
生している。シギ類など渡り鳥の利用もあること
から極力現状のままで保全を図る必要があると考
える。このため、防潮堤については、現在の仮締

図 18  石市根浜海岸　片岸地区自然環境保全
提案　写真撮影・提供　アジア航測㈱

図 17　宮古市津軽石川河口　自然環境保全提案
写真撮影・提供　アジア航測㈱

図 19  石市根浜海岸　根浜地区自然環境保全
提案　写真撮影・提供　アジア航測㈱
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切堤防の位置までとすることが望ましいと考える
（図 18）。
　根浜地区では、タコノアシ、ウナギなどの希少
種が確認されたことからできるだけ全域を現在の
ままの状況を活かしたビオトープ公園とすること
が望ましい。ビオトープとする場合、耕起や刈り
取りなどの管理が行われていることがタコノアシ
の生育条件であるとされるため（米村2013）、刈
り払いなどの管理を続ける必要がある。また、海
とのつながりを確保するため、防潮提に陸と海を
つなぐ水路を整備するとともに、内陸側の水路の
明渠化と 3面張りではない多自然型水路化を図る
ことが望ましい（図 19）。

3）陸前高田市小友浦
　小友浦では、前浜が礫浜海岸となっており、海
岸植物やシギ類の利用は見られない。しかしなが
ら、マガキやムラサキイガイなどの生物が再生し、
新たな生態系が形成されつつあるため、現状の海
岸を維持することが考えられる。一方、地元には
干拓前にあったアサリがいる砂浜の復元を望む声
があり、実現するためには人工的な養浜を行う必
要がある。どちらの方策を選択するかは、現状の
海岸と養浜を行った場合の海岸の環境について、
本研究の結果のほか、礫浜海岸の底生生物の調査
結果などの知見を加えた評価を行った上で地域の
選択にゆだねることが望ましいと考える。
　他方で、現状の海岸生態系を維持しつつ、内陸
側に新たな干潟を形成する方法も考えられる。内
陸側を掘削し、より広い浅海域を確保することに
より、現在の礫浜生態系と新たな内陸干潟生態系
の両方を確保することが可能となる。
　現在残存している干拓地北側の水路およびその
周辺の湿地は、植物だけでなく、水鳥の利用も確
認されており、生き物たちにとって良好なハビ
タットとなっている。この土地は、元住宅地であっ
たため、今後の復旧工事で開発対象となることが
考えられる。このため、この湿地についても自然
環境保全のための用地として確保することが望ま
しい。また、この南側の干拓地跡に新たな湿地を

再生した上で、ビオトープを造成し、現在の湿地
に存在する種を移植・増殖することが望ましい。
　水路の南側は以前から原野であったようなの
で、より湿地が再生する可能性が高いと思われる。
これらの造成にあたっては、現在ある水路を活用
して陸水の供給を十分に受けられるようにすると
効率的に再生することができると考えられる。ま
た湿地だけでなく、開放水域も設けることで野鳥
の生息地としても有用なものとなる。生物多様性
の確保の観点から比較的大きな面積を有したビ
オトープとして整備されることが望ましい（図
20）。

7. おわりに
　本研究では、震災後 2年を経過した時点におけ
る調査 3地区の自然環境の現状を把握した。現在
各調査地およびその周辺では本格的な復興事業が
始まっている。堤防、樋門、水門などが建設され、
後背地の農地のかさ上げ等の復興事業が実施され
る予定となっており、自然環境は大きく変貌する
ものと思われる。したがって長期間モニタリング
を行い、自然環境の変化を把握していくことが、
地域の自然環境を考える上で必要になる。今回の
調査で設定した調査ラインは、今後継続的に調査
を行うための第一歩として位置づけており、地元
の大学として復興後も長期的な環境モニタリング
を行うこととしている。

図 20　陸前高田市小友浦　自然環境保全提案
写真撮影・提供　アジア航測㈱
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Study of the Present Condition of the Sanriku Coastal Eco-tone 
and Environmental Conservation Measures in Iwate Prefecture

Kotaro Shibuya, Naoaki Shimada and Masaki Suzuki

Abstract      Following the Great Eastern Japan earthquake disaster and the subsequent tsunami oc-
curring on March 11, 2011, the eco-tone of the Sanriku coast in Iwate Prefecture was greatly 
disturbed, and the surrounding ecological system was changed. 

      Despite the tremendous impact on the ecology, there have been few reports made that have 
shown inspection and evaluation of the changes before and after the disturbance to the aff ected 
environment and its life forms. Moreover, there are very few examples that the animals and 
plants in these areas have been given any consideration in the earthquake disaster revival plans 
that have been discussed in the aftermath of the tsunami.

      This study investigated the topography, vegetation, and fi sh populations and clarifi ed the 
present conditions of the eco-tone after the earthquake disaster of the Sanriku coast. Nature 
conservation measures were examined in an investigation of three points along the coast. The 
fi rst point was the line leading from the sea in the Miyako gulf to the land at the mouth of the 
Tsugaruishi River ; the second one was Nebama Beach in Kamaishi City ; and, the last one was 
Otomoura Beach in Rikuzentakata City.

      As a result, the discovery of rare species and a new tideland was confi rmed both of which 
need active maintenance and periodic observation.

      In conclusion, we suggest the need for concrete nature conservation measures and long-
term monitoring of the area.

Key words   The Sanriku coast, Great East Japan earthquake disaster, Eco-tone, Small river, Nature conser-
vation measures
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